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現状フェーズ：フェーズ２を進行中

１１月

進行度



BIM図面：内装特化型 該当物件を作図

Aタイプ BIM図面

天井 一部拡大



成果報告：課題に対してのBIM効果

◦ 内装特化型のBIM図面からの材料出しにより、ゼネコンとの取極め金額合意
形成において高い整合性をもった議論が可能に。

※従来は㎡など見積項目に対しての概算数量をもとに、話し合いを行っていた
が内装特化型BIMを活用することで、より整合性のとれた打ち合わせが可能に。



成果報告：課題に対してのBIM効果

◦ 内装特化型BIMから導き出す「プレカット」をリスト化および図面上で可視
化し、現場職人との共通認識を確立。



今後のフェーズ進行：フェーズ４へ向けて

３Dスキャナーにて現場情報をデジタル化

現場では
不陸の誤差が
9㎜～12㎜出てくることがあ
る。
※プレカットへの弊害大



今後のフェーズ進行：フェーズ４へ向けて

梁や床の不陸情報

複雑な構造も



【基礎データ】
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【基礎データ】
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今後の挑戦：天井下地材のプレカット

SDGsに対してのBIM効果
◦ 軽鉄下地材の「プレカット」は「ゼロカーボン」への我々としての一つの答
えとなると考えています。今回の物件では、壁のみならず天井下地材におい
ても「プレカット」を行い、専門工事店として建設現場から出る「廃材」の
削減を進め、デジタル技術を活用した継続的な挑戦を続けてまいります。

DXに対してのBIMプレカット効果（天井下地）
◦ 円グラフより：スタッドよりバー材（Ｃ／Ｗ・Ｓ）のカットリストが細分化
していく傾向がある事が読み取れる。

◦ つまり、天井下地は平面的な細分化の影響を受けるため、スラブ高からある
程度使いまわしがきくスタッドと違い、下地組時のロス（カット回数）が大
きくなることが分かる。



職人DXの今後：BIMと連動した受発注情報を共有

弊社の誓い「職人DX」
◦ 弊社のDXは「職人」を主眼に置いた取り組みで構成されております。

◦ 「プレカット」はその最たるもので、現場の作業効率の飛躍的な向上を実現
できる唯一無二の手段であると確信しております。

◦ そのなかで我々はその「精度向上」に対して「３Ｄスキャナー」などを用い
た取り組みなどを続けてまいりました。

◦ そこで得た知見から「プレカット材」において搬入材料における「情報共
有」は従来の定尺材以上に重要であるという結果に至りました。

※色分け、荷作り、搬入計画など

◦ 今後はフェーズ３において受発注を含めたＢＩＭ情報共有を行い、効果の検
証を実施致します。


